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第 3 章では，亜鉛付着を抑制するための硬質保護膜として a-C 膜を開発し，




反応生成物について TEM による構造解析を行い，a-C 膜では亜鉛酸化物が付着
するもののそれらの密着力が弱い為定期的に自浄作用が働き，一定量以上の亜
鉛付着は観測されないという亜鉛付着抑制メカニズムを解明した． 


















































ことから、同じ金属間化合物を生成するとされる Mg-Zn 合金中のβMgZn2 相
を観察し、両者の相違点を明確にした。本研究では主としてη1相とη2相が存
在していることと、これらの相と Al 母相界面に水素がトラップされていること
を提案した。 
第６章では、本研究で得られた結果を総括している。 
